




免許状取得のための履修について 

 

１．取得可能な教育職員免許状の種類と免許状取得に必要な単位数等 

教育職員免許状授与の所要資格を取得しようとする学生は，教育職員免許法及び同法施行規則に定める

所要単位を修得しなければなりません。 

取得できる免許状は次表のとおりです。 

種類 

学類 
中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状 

人文学類 国語、社会、英語 国語、地理歴史、公民、英語、中国語 

法学類  公民 

経済学類 社会 公民 

国際学類 国語、社会、英語 国語、地理歴史、公民、英語 

教育職員免許法に定める免許状取得に必要な単位数等は次表のとおりです。 

所要 

資格 

免許状 

の種類 

基礎資格 

大学における最低修得単位数 

・教科に関する専門的事項 

・各教科の指導法 

教育の基礎的理解に

関する科目等 ※ 

大学が独自に 

設定する科目 
計 

中学校一種 

免許状 
学士の学

位を有す

ること 

２８ 

（各教科の指導法８単位含む） 
２７ ４ ５９ 

高等学校一種 

免許状 

２４ 

（各教科の指導法４単位含む） 
２３ １２ ５９ 

※ 「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科

目」、「教育実践に関する科目」をあわせて「教育の基礎的理解に関する科目等」と呼称します。 

 

２．免許状取得に必要な単位の詳細と修得方法 

 （１）共通教育科目 

教育職員免許法施行規則第６６条の６に基づき、共通教育科目から、次のＡ表のとおり単位を修得し

なければなりません（必修）。 

Ａ表 

区分 修得単位数 

※Ａ表に対応して開講されている共通教育科目名 

及び単位数は、「共通教育科目履修案内 2022 

（88～90 頁）」で確認し、履修してください。 

日本国憲法 ２ 

体育 ２ 

外国語コミュニケーション ２ 

情報機器の操作 又は 

数理、データ活用及び人工

知能に関する科目 

２ 

 （２）教育の基礎的理解に関する科目等（Ｂ表 6 頁） 

「教育の基礎的理解に関する科目等」は、次のとおり履修してください。 

なお、「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「各教科の指導法」の単位は、「教育の制度と経営」

「生徒の生活と進路の指導論」以外卒業要件に含まれませんので、十分に注意してください。 
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１） 原則として，２年終了時までに「教師論」，「教育の理念と歴史Ａ」，「教育の理念と歴史Ｂ」，

「発達と学習の心理Ａ」,「発達と学習の心理Ｂ」のうち，４単位以上を修得した学生のみが，

３年生に開講される「教育の基礎的理解に関する科目等」を受講することとします。 

２） 道徳教育論は，中学校の免許の修得単位数にのみ含まれます。高校の免許取得に必要な修得単

位数には含まれませんので、注意してください。 

 （３）教科に関する専門的事項及び各教科の指導法 

Ｃ表  人文学類：7～13 頁、法学類：14 頁、経済学類：15～16 頁、国際学類：17～20 頁 

「教科に関する専門的事項」の時間割等は，開講学類もしくは国際基幹教育院の掲示板に掲示されま

すので，他学類・共通教育の掲示板も注意して確認してください。 

 

 （４）大学が独自に設定する科目 

取得予定の免許・教科の「教科に関する専門的事項及び各教科の指導法」及び「教育の基礎的理解に

関する科目等」で修得した単位のうち，それぞれの最低修得単位数を超えて修得した単位が「大学が独

自に設定する科目」の単位として充当されます。但し,異なる免許種の科目,例えば,英語の教職課程に 

  国語の専門的事項に関する科目を充当する等はできませんので注意してください。 

   また,「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「各教科の指導法」の単位は,学域 GS 科目でもある「教

育の制度と経営」「生徒の生活と進路の指導論」以外は,卒業要件に含まれませんので、「教科に関する専

門的事項」で修得することを推奨します。 

 

３．介護等体験について 

  中学校の免許状を取得する要件として「介護等体験」が義務づけられています。 

 介護等体験の期間は７日間となっており，特別支援学校及び社会福祉施設その他の施設において行われ

ます。 

ガイダンスには必ず参加してください。日程等の詳細は，掲示でお知らせします。 

 

４．教育実習について 

 （１）はじめに 

   教育実習は，４年次（卒業予定年度）に，協力校（出身校）又は人間社会学域学校教育学類附属高等

学校で行います。取得を希望する免許状の種類に関わらず，中学校，高等学校どちらで行ってもよいこ

とになっていますが，免許状取得に必要な実習期間は，中学校教諭の免許状を取得する場合は３週間，

高等学校教諭の免許状を取得する場合は２週間の実習期間が必要です。 

   例えば，中学校教諭の免許状を希望している場合，高等学校で実習を行ってもよいが，実習期間は３

週間必要となります。 

対応免許状 教育実習科目名 実習期間 実習校 

中学校・高等学校教諭一種 教育実習Ｃ ３週間 中学校・高等学校いずれも可 

高等学校一種 教育実習Ｄ ２週間 中学校・高等学校いずれも可 

（２）受講要件 

   次表のとおり修得済み又は履修中の学生でなければ教育実習の受講はできません。 

   時間割が学類の専門必修科目と重複し，以下の要件を満たせない場合は，速やかに人間社会系事務部

学生課教務・学生係（以下，教務・学生係）へ申し出てください。 
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１） 共通教育科目 

区分 単位数 要件 備考 

日本国憲法 ２ 修得済  

体育 ２ 修得済  

外国語コミュニケーション ２ 修得済  

情報機器の操作 又は 

数理、データ活用及び人工知能

に関する科目 

２ 修得済 

 

２） 教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科の指導法 

授業科目名等 単位数 要件 備考（開講学期） 

教師論 ２ 修得済 （１年後期） 

【教育の基礎的理解に関する

科目等】（「教育実践に関する

科目」は除く。） 

必修科目を中心に 

１１単位以上 

修得済又は履修中 

（但し,4 単位以上は 

修得済であること） 

左記には,教師論 2 単位

は含まない。 

【各教科の指導法】 ４単位以上 修得済又は履修中 

（但し,2 単位以上は 

修得済であること） 

教員免許取得の条件と

して,中学校免許は 8単

位,高校免許は 4 単位の

修得が必要。 

【（卒業に必要な）総修得単位数】 ６０以上 修得済  

注：履修中とは,原則,教育実習に参加する前年度の第４クォーター期間中までを指す。 

３） 介護等体験 

介護等体験 － 体験済又は体験中 中学校免許取得希望者のみ 

（３）履修登録 

   教育実習は通年で認定するので，前期（Ｑ１）に履修登録が必要です。 

   （Ｑ２以降からの履修登録はできません。） 

（４）教育実習を履修するにあたっての注意 

１） 安易な申込及び取消・放棄を絶対にしないこと。各関係方面（協力校・教育委員会・後輩等）に

多大な迷惑がかかることになります。やむを得ない理由で欠席，辞退をする場合は，必ず教務係

担当者へ相談してください。就職活動やアルバイト・自動車学校等での欠席は認められません。 

また,卒業や教職免許取得に必要な授業と被らないよう日程調整には注意してください。 

２） 教職に関する掲示板（人間社会第１講義棟１階そだてるーム前）を，必ず確認すること。見落と

しのため書類の提出が遅れ，受講できなくなることなどがあります。また，教科に関する専門的

事項については，人文・法・経済・国際学類・共通教育の掲示板に掲示されるので注意してくだ

さい。 

３） 調査票記入の際，協力校の学校名・校長名にふりがなを付け，郵便番号も必ず記入してください。  

出身県市町村，教育委員会の特別な事情及び希望等は，具体的に詳しく記入してください。 

４） 協力校で教育実習を行う場合，内諾書の記入は協力校（出身校等）の実習内諾を得てからにして

ください。その際には失礼のないよう丁重に問い合わせてください。受付等の早い学校もあるの

で注意してください。実習のスケジュール等は，協力校の都合に合わせてください。また，教育

委員会への手続が必要か否かを必ず尋ね，必要な場合は手続要項等を入手し，教務・学生係へ申

し出てください。 
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５） 卒業後に本学開設の教育実習を科目等履修生として受講することはできません。 

 

５．教育職員免許状の一括出願について 

  免許状の申請は，掲示に注意し，卒業予定年度後期の所定の時期に教務係に次の必要書類を提出してく

ださい。 

①教育職員免許状授与願  ②履歴書  ③誓約書  ④介護等の体験に関する証明書(中免のみ) 

  ⑤使用料納入票 

 

６．日程（予定）及び注意事項 

時期 事項 注意事項 

１年前期（５月） 教員免許取得のための説明会 取得を希望する者は必ず出席してください。 

１年後期 介護等体験に係る抗体検査 介護等体験参加予定の学生に対し,風しん，麻し

ん，流行性耳下腺炎，水痘の 4 種の抗体検査を実

施します。 

２年前期（４月） 介護等体験ガイダンス 取得を希望する者は必ず出席してください。 

２年前期（５～６月） 介護等体験事前指導 介護等体験へ行く学生は必ず受講してください。 

２年前期（６月～） 介護等体験開始  

２年後期（１月） 教育実習ガイダンス 教育実習へ行く学生は必ず出席してください。 

２年後期（２～３月） ※協力校を訪問し、教育実習の

申込時期・方法を確認する 

事前に電話等で連絡の上、訪問してください。 

仮申込みが可能であれば申込みしてください。 

実習期間（３週間又は２週間）を伝えて確認してく

ださい。 

３年前期（４月） 附属高校実習申込 受講者決定のための調整を行うことがあるので、

常に掲示板を確認してください。 

※実習校名報告カードを教務

係に提出 

この時に調査票、内諾書の用紙を配付します。９月

中に提出できるよう、各自協力校へ申込みしてく

ださい。 

３年前期（６月） 附属高校実習決定者発表 

漏れた場合は、すぐに協力校へ

の申込手続を開始 

決定者には調査票を配付します。 

３年前期（～９月） 以下①、②を教務・学生係へ提

出 

① 教育実習調査票 

② 内諾書（附属高校は不要） 

期限内に提出がない場合、次年度の教育実習は受

講できません。内諾書を期限内にもらえない場合

は、必ず教務・学生係に状況を説明してください。 

４年前期（４月） 教育実習実施予定表掲示 各自の欄に訂正箇所がないか確認し、訂正の場合

は申し出てください。 

※大学から協力校へ公文書で

教育実習依頼 

訂正の申し出がない場合、調査票や内諾書の内容

に間違いがあっても、そのまま送付されるので注

意してください。 
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「教育実習Ｃ（Ｄ）」及び「教育

実習事前事後指導Ｃ」の履修登

録 

必ず２科目とも履修登録してください。教育実習

を３週間行う場合はＣ、２週間行う場合はＤを登

録してください。 

※教育実習受講者に、教育実習

ノートを配付 

教育実習終了後、教務係へ提出してください。 

① 教育実習ノート（表紙に校長名を記入） 

② 教育実習評価表（ノートから切り取って使用） 

③ 出勤簿（ノートから切り取って使用） 

 協力校から郵送してもらう場合は、送料を負担

してください。 

附属高校教育実習調査票の提

出 

附属高校教育実習予定者のみ提出 

４年前期（５月～） ※協力校での教育実習開始 協力校の規則を遵守してください。 

４年前期（６月） 附属高校授業事前参観 事前に掲示で連絡します。受講予定者は必ず出席

してください。 

４年前期（７月頃） 附属高校実習オリエンテーシ

ョン 

事前に掲示で連絡します。受講予定者は必ず出席

してください。 

４年前期（９月） 附属高校教育実習  

４年後期（11 月） 教育職員免許状申請（第 1期） 本学で一括して石川県教育委員会へ免許状を申請

します。第 1 期申込者のみ第 2 期分の書類を提出

することができます。 

免許状は学位記授与式当日の交付予定です。 

４月１日時点で免許状不要者は、卒業後の個人申

請も可能です。石川県以外の都道府県教育委員会

への申請も可能です。 

４年後期（１月） 教育職員免許状申請（第 2期） 

※前期…Ｑ１、Ｑ２  後期…Ｑ３、Ｑ４ 

 

７．専修免許状について 

  大学院において、所定の単位を修得した場合、専修免許状を申請することができます。 

 

８．その他 

  連絡事項は随時掲示板に掲示するので、見落とすことなく、手続を行ってください。 
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金沢大学人間社会学域 

人文学類・法学類・経済学類・国際学類 

教育職員免許状ハンドブック（教職ハンドブック） 

２０２２年度入学者用 

 

     金沢大学人間社会系事務部学生課 

       ２０２２．４作成 
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